
　　TPMS診断ツール

 　ＯＧツール - ＴＢ用

　Ⅰ.ＴＢメーカー純正ＴＰＭＳセンサー点検ツール

　バルブキャップを外す手間なく、装着された

　付近のタイヤにあてがうことで、タイヤ内の

　空気圧センサーIDコード、タイヤ内空気圧・

　温度、バッテリー残量、の確認ができます

　　 読み取りイメージ

　Ⅱ.補修用センサー対応メンテナンスツール

　　　形状自在のアンテナ棒でダブルタイヤの内側タイヤも

　　　簡単に読み取ることが可能です

補修用センサー　

　純正センサー  　  OGツール-TB用

●元の装着輪位置に戻すことでセンサーIDと車両側ECUとのペアリング(紐づけ)が

　即実行され、正常な動作およびモニター表示が可能となります

●【オートロケーション機能】にも対応

　　⇒オートロケーション機能とは

　　　空気圧センサーの装着輪位置が変わってしまった場合、センサーIDと装着輪

　　　位置を自動的に判定し、正しい位置に修正する機能です　→裏面に続く

※純正センサーのID番号を読み取り補修用センサーにコピー ＝ 純正センサーIDに早変わり
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　　補修用センサー ＆ 専用ベルト

 　SC9384 ＆ 20-22.5ベルト

　　バルブ位置に合わせて補修用センサーを専用ベルトで

　　取り付けます

専用ベルト

補修用センサー

　　　　　専用ベルトでの固定方式

　① 補修用センサーの特長
　　　　●純正センサーが持つ『仕様・品質・安全性』が同等の上、扱いやすい機能をプラス

⇒バッテリーの耐用年数は約４年で純正センサーより１年半～２年長いと推測

(テストトライアル参考)

⇒車両モニターでのバッテリー残量が純正センサーはFull・Half・Emptyに対し

　補修用センサーは％表示での確認ができる

　② 専用ベルト固定方式によるメリット
⇒タイヤ脱着時の破損リスクが低減

⇒経年劣化などによるエア漏れの心配が少ない

⇒ホイールデザイン(スチール、アルミ、スーパーシングル)を問わず装着が可能

　③ 純正センサーIDコピーでの使用メリット
　　　　●『オートロケーション機能』により、車速２５ｋｍ以上で約１０分間走行させると装着輪位置

　　　　　　を自動的に判断し、正しい位置に修正される・・となっているが実際には

＊演算速度に個体差があり機能にバラツキあり＝場合によっては数時間かかることも

＊センサーIDと装着輪位置情報とのペアリング(紐づけ)が正常にされたか＝不安の声多し

　　ふそう純正センサー対応

純正センサーIDコピーした補修用センサーを装着輪位置に戻すことで、電源投入後数分

以内に認識しモニター表示が可能となるため・・ドライバー、作業者共に安心できます
に対し


